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書名 技術・家庭 家庭分野 

１．新しい学習指導要領への対応について 

（１）主体的・対話的で深い学びの流れで構成され、学習への感心を高めて課

題に取り組み，生活にいかす学習過程が重視されている。実践的・体験的なア

クティブ・ラーニングを多数掲載し、課題解決に向けて工夫がされている。  

（２）現代的諸課題に対し、学び方や進め方を同一プロセスで実践できるよう

配慮されている。  

（３）学習指導要領の目標に照らし、各学習項目の冒頭に目標を明記して系統

的に展開されている。内容のまとまりごとに資質・能力が身についたかを振り

返る学習のまとめが記載されている。  

２．内容について 

教科・分野の目標に照らし合わせ、基礎的・基本的事項が適切に取り上げら

れている。具体的には，以下の理由により採択を決定した。  

・主体的・対話的で深い学び、キャリア教育、道徳教育、食育、特別支援教育

等、県の教育施策に関する内容が適切に取り上げられている。  

・各内容、項目ともにストーリー性を考慮した配列である。  

・基礎的、基本的な内容の習得から応用、発展的な学習へと系統的に展開され

ている。  

・文章表現は文節のまとまりが考慮され、途中で途切れないように工夫されて

いる。  

・課題解決の手がかりや学習を深めるための科学的な資料が効果的な表現や分

量、大きさで示されている。  

・地域の人々との関わりを大切にした内容であり、具体的な活動例が多数盛り

込まれている。特に地域性を生かした食材や調理例が伝統文化おと関連を図り

ながら取り上げられている。  

・実体験を伴う補充的・発展的内容が随所に掲載され、生徒の理解に応じて自

ら学習を深める工夫がされている。  

 

３．造本等について 

・３年間使うことが考えられており、しっかりと製本され、印刷も鮮明である

・生徒にとって扱いやすい大きさで、色覚の個人差をなくすカラーユニバーサ

ルデザインとなっている。  

 


